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○取り組み内容
・太陽光発電設備や蓄電池について、多くの購入希望者（一般家庭、事業所）を集めることで、スケール

メリットを活かし、市場価格より一定程度安価で購入することができる取り組み

・市民への募集は市が協定を締結した支援事業者が行い、市は共同購入事業に関する広報支援を行う

・令和4年度は桑名市が実施、R5年度からは三重県全域（県下29市町）で実施

○対象者

市内の住宅用、事業所用（１０kW未満）

○対象設備
太陽光発電設備、蓄電池

○募集期間と結果
令和４年度（市単独実施）

・募集期間 令和４年５月２４日～９月１５日

・参加登録者数 ５３９件

・設置件数 ４０件

令和５年度（三重県（県下２９市町）と共同実施）

・募集期間 令和５年５月１６日～９月１３日

・参加登録者数 県全体 １，８８６件

内、桑名市 ２６７件

太陽光発電設備共同購入事業（家庭向け）
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2令和５年度チラシ

太陽光発電設備共同購入事業（家庭向け）



太陽光発電設備等設置費補助金（家庭向け）
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市内における再生可能エネルギーの利用を促進し、温室効果ガスの排出削減を図るため、太陽光発電設備及
び蓄電池の設置に対して、設置費用の一部を補助しています

募 集 期 間
令和５年10月２日～令和６年１月31日までに実績報告書を提出

※募集期間内であっても補助金の予算額に達し次第、受付終了

補助対象設備

と補助率

太陽光発電設備：７万円/kW（上限10kW、70万円まで）

蓄電池 ：設置費用の1/3（上限10kWhまで）

対象者の主な条件

・市内で自ら所有し居住する住宅の屋根に太陽光発電設備を設置する方

・市税等の滞納がない方

・国や県から他の補助等を受けていない方

・FIT、FIP制度の認定を受けていない方

・発電した電力量の30パーセント以上を申請した住宅の敷地内で自ら消費する方

など

※三重県が国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）を
活用して実施する事業であるため、令和5年度から５年間実施予定
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桑名市地球温暖化対策実行計画の策定

策定中の計画より一部抜粋
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桑名市地球温暖化対策実行計画の策定

策定中の計画より一部抜粋
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デコ活（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動）宣言

○デコ活（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動）とは

・脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの実現に向けた国民の行動変容、ライフスタイル転換の
うねり・ムーブメントを起こすべく、新しい国民運動を開始し、世界に発信する

・デコ活とは、脱炭素な暮らしの実現をめざして2022年10月に始まった国民運動の愛称

・デコ活の「デ」は「Decarbonization（デカーボナイゼーション＝脱炭素）」、「コ」は「CO2
（二酸化炭素）」の意味で、環境に良いことを示す「エコ」の響きも意識している。「活」は
「生活」や「活動」を意味する

○デコ活の内容

・国、自治体、企業、団体、消費者等の主体が、国民・消費者の新しい暮らしを後押しする

① デジタルも駆使して、多様で快適な 働き方、暮らし方を後押し（テレワーク、地方移住、ワーケーションなど)

② 脱炭素につながる新たな暮らしを支える製品・サービスを提供・提案

③ インセンティブや効果的な情報発信 (気づき、ナッジ) を通じた行動変容の後押し (消費者からの発信も含め）

④ 地域 独自の (気候、文化等に応じた) 暮らし方の提案、支援

桑名市は令和5年8月29日にデコ活宣言をおこないました!

[メッセージ]

桑名市は2021年3月に「ゼロカーボンシティ」を宣言しました！

市民一人ひとりの命と暮らしを守るため、桑名市は脱炭素社会の実現に向けて、

公共施設への再エネ導入や家庭用太陽光発電の普及支援など、CO2削減のための

取り組みを積極的に行っています。今後も国や県、事業者の皆さん、そして市民

の皆さんと一緒になって脱炭素社会の実現に向けた様々な取り組みを推進し、持

続可能で誰一人取り残さないまちづくりを目指します。



実践データサイエンティスト育成プログラム

名 称 実践データサイエンティスト育成プログラム〔大学院生・社会人向け〕

目 的
科目「実世界データ演習」において、データ等を用いたグループワークを行い、
桑名市に対して提案を行う

契約相手先 国立大学法人東海国立大学機構

期 間 令和５年９月から来春まで

テ ー マ

2050年に向けた桑名市のカーボンニュートラル ～今後の取り組みについて～
・桑名市の脱炭素施策に足りない要素は何か見つける
・桑名市の脱炭素の進め方について提案してもらう
※いずれも類似団体の取り組み状況や二酸化炭素排出量を調査し、比較分析を行う

スケジュール

令和５年５月～８月 ・事前調整、テーマ決定
・覚書締結

９月 ・課題説明会
10月 ・キックオフミーティング
11月 ・中間発表会
12月 ・課題報告会リハーサル

令和６年１月 ・課題報告会
・最終報告書提出

２月 ・修了式
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その他の取り組み

▷公共施設照明のLED化
公共施設のエネルギー効率を高めるため、電気の使用量が多い消防施設において、照明のLED化を
推進しています

○対象施設、設置箇所
桑名市消防本部、西分署、多度分署の内、
24時間365日使用している照明（執務室、車庫など）

〇導入方法
リース方式（５年間）

〇効果
３施設全体の電気使用料合計は前年度比▲4.6％
（令和５年５月～９月実績値比較）

▷環境学習の実施
本年１月に締結した「桑名市と東邦ガス株式会社とのゼロカーボンシティ実現に向けた包括連携協定」
により、東邦ガス株式会社様として初めての試みとなる市内の小学生向けの環境学習を実施します

〇日時
令和５年12月６日

〇対象者
益世小学校の６年生２クラス（60名程度）

〇学習内容
電気をつくって・ためて・エネルギーの組み合わせについて学ぼう（予定）


